
社会福祉
法　　人 新潟県社会福祉協議会 https://www.fukushiniigata.or.jp/

福祉福祉にいがたにいがた

バックナンバー
こちらから

Fukushi　Niigata

令和５年11月1日発行（毎月1日発行） 

CONTENTS

「生きる」―半身まひ、リハビリ克服
つえなくても歩ける（２～４面）

11月号

2023
第855号

巻
頭
特
集

● 福祉功労者ら表彰―上越で県民福祉大会
● 福祉の拠点訪ねて、三条・フリースクール
● 十日町市で県内市町村社協の会長が研修

絵
　「
谷
川
岳
」　
　
作
・
永
越
　
環
（
上
越
市
）　



「福祉にいがた」2023.11月号 2

　

重
度
の
左
半
身
ま
ひ
だ
が
、

つ
え
を
持
っ
て
い
な
い
。
利
く

右
足
に
体
重
を
乗
せ
、
腰
を
ひ

ね
っ
て
左
足
を
前
に
出
し
、
今

度
は
左
足
を
支
え
に
し
て
右
足

を
前
へ
―
。
２
人
の
妹
と
と
も

に
約
束
の
場
所
に
現
れ
た
敦
さ

ん
は
、
ゆ
っ
く
り
だ
が
、
自
力

で
歩
い
て
い
た
。

◆　
◆　
◆

　
「
う
う
っ
、
痛
え
…
」
―
。

２
０
１
４
年
１
月
の
日
曜
午

前
、
真
冬
の
静
か
な
山
里
に
う

め
き
声
が
響
い
た
。

　
声
の
主
は
42
歳
の
誕
生
日
を

目
前
に
し
た
敦
さ
ん
。
村
上
市

の
山
間
、
旧
朝

日
村
の
実
家
で

大
工
の
棟
梁
の

父
と
母
、
２
歳

下
の
妹
の
４
人
で
暮
ら
し
て
い

た
。
１
歳
下
の
妹
は
新
潟
市
に

嫁
い
で
い
た
。

　
２
歳
上
の
兄
も
い
た
が
、
約

20
年
前
に
輪
禍
で
亡
く
し
て
い

た
。
そ
の
兄
と
同
じ
く
、
敦
さ

ん
も
父
に
弟
子
入
り
し
て
大
工

と
な
り
、
父
の
影
響
か
、
く
ぎ

を
使
わ
ず
木
材
を
接
合
す
る
伝

統
工
法
を
得
意
と
し
た
。

◆　
◆　
◆

　
「
う
う
っ
…
」。
自
宅
前
の
作

業
小
屋
で
、
ま
き
を
作
っ
て
い

た
敦
さ
ん
は
う
め
き
な
が
ら
胸

を
押
さ
え
た
。

　
自
宅
に
い
て
、
兄
の
異
変
を

知
っ
た
妹
の
１
１
９
番
で
地
元

の
病
院
へ
。
意
識
を
失
い
、
20

日
後
に
取
り
戻
し
た
。

　
検
査
の
結
果
、
頸
動
脈
近
く

か
ら
腹
部
ま
で
の
大
動
脈
の
血

管
壁
に
亀
裂
が
入
る
「
大
動
脈

解
離
」
が
激
痛
の
原
因
と
分

か
っ
た
。
高
血
圧
や
動
脈
硬
化

な
ど
が
原
因
と
さ
れ
る
。

　
大
手
術
の
た
め
、
病
院
を
地

元
か
ら
新
発
田
へ
移
っ
た
。
手

術
は
夜
を
徹
し
、
朝
ま
で
続
い

た
。
大
動
脈
の
一
部
を
人
工
血

管
に
替
え
る
な
ど
の
処
置
を
受

け
た
。
付
き
添
っ
た
妹
ら
は
手

術
成
功
と
告
げ
ら
れ
た
。

　

安
心
し
た
の
も
つ
か
の
間
。

眠
り
続
け
る
敦
さ
ん
の
目
の
周

辺
が
異
様
に
腫
れ
て
い
た
。

　
「
手
術
は
成
功
し
た
」
と
繰

り
返
す
医
師
に
、
妹
ら
は
「
目

が
飛
び
出
し
そ
う
」
と
訴
え
続

け
た
。
検
査
の
結
果
、
脳
梗
塞

を
併
発
し
て
い
た
。
発
症
に
よ

る
何
ら
か
の
原
因
で
右
脳
が
膨

ら
ん
だ
状
態
に
な
っ
た
。

　
９
年
前
、
40
代
初
め
で
脂
の
乗
っ
た
大
工
だ
っ
た
佐
藤
敦
さ
ん
＝
村
上
市
出
身
、
新
潟
市
北
区
＝
は
大
病
に
相

次
ぎ
襲
わ
れ
た
。
生
死
の
境
で
執
刀
さ
れ
た
２
度
の
大
手
術
は
成
功
、
命
は
救
わ
れ
た
が
、
重
度
の
左
半
身
ま
ひ

と
な
り
、
医
師
に
は
「
も
う
歩
け
な
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
懸
命
な
リ
ハ
ビ
リ
の
末
、
つ
え
に
頼
ら
ず

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ら
い
リ
ハ
ビ
リ
を
、
輪
禍
で
早
世
し
た
兄
が
心
の
中
で
励
ま
し
て
く
れ
た
。
突
然
の

大
病
と
リ
ハ
ビ
リ
、
そ
し
て
今
を
取
材
し
た
。

重
度
半
身
ま
ひ 

リ
ハ
ビ
リ
に
耐
え

佐藤 敦 さん
（新潟市北区）

自力で歩ける 「一生無理」覆し自力で歩ける 「一生無理」覆し
村上市出身の元大工

９年前に大病

大
動
脈
裂
け
る「
解
離
」発
症

脳
梗
塞
も
、右
脳
膨
れ
切
除

巻頭
特集
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大
動
脈
解
離
の
手
術
の
翌

日
、
医
師
は
開
頭
手
術
に
踏
み

切
っ
た
。
右
脳
を
切
除
、
左
半

身
の
機
能
が
失
わ
れ
た
。
身
体

障
害
１
級
に
認
定
さ
れ
た
。

　
「
左
目
で
見
え
る
範
囲
は
限

ら
れ
、
狭
く
な
っ
た
」

　

脳
梗
塞
の
病
巣
が
大
き
く
、

医
師
は
「
一
生
歩
け
な
い
」。

　
発
症
３
カ
月
後
、
予
後
が
安

定
し
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
（
新
潟
市
北
区
）
へ
転

院
、
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
た
。
歩

行
な
ど
体
を
動

か
す
訓
練
や
言

語
訓
練
な
ど
を

受
け
た
。

　
「
リ
ハ
ビ
リ

は
き
つ
く
つ
ら

か
っ
た
。
厳
し

い
担
当
者
に
当

た
り
散
ら
し
た

こ
と
も
」

　
な
ぜ
頑
張
れ

た
の
か
。

　
「
大
事
な
兄

を
失
っ
て
い
た

か
ら
…
。
２
人

の
妹
に
迷
惑
ば

か
り
か
け
て
、

兄
の
分
も
俺
が

頑
張
ら
ん
ば
、

と
…
」。
涙
声

で
、途
切
れ
途
切
れ
に
語
っ
た
。

◆　
◆　
◆

　
入
院
中
に
「
こ
ん
な
詩
を
書

い
て
み
た
」
と
、
担
当
の
言
語

聴
覚
士
に
見
せ
た
。
リ
ハ
ビ
リ

を
く
じ
け
そ
う
に
な
る
と
、
心

の
中
で
亡
兄
に
励
ま
さ
れ
、
頑

張
っ
た
心
境
を
つ
づ
っ
た
。

　
「
あ
と
少
し
届
か
な
い
」「
頑

張
っ
て
い
る
の
に
」「
諦
め
か

け
た
そ
の
時
、
聞
こ
え
て
来
た

　
あ
の
人
の
声
」「
浮
か
ん
で

き
た　
あ
の
人
の
顔
」「
一
歩

ず
つ
積
み
重
ね
る
こ
と
が
近
道

と
教
え
て
く
れ
た
」「
や
れ
ば

出
来
る
と
信
じ
て
」「
努
力
は

実
る
は
ず
」（
作
詞・佐
藤
敦「
想
い
」

か
ら
抜
粋
）

　
曲
を
付
け
て
も
ら
い
、
楽
曲

「
想
い
」
が
で
き
た
。

　
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
。
敦
さ
ん

が
歌
い
、
言
語
聴
覚
士
が
ギ

タ
ー
伴
奏
し
た
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

に
は
約
５
カ
月
入
院
。
発
症
し

た
年
の
９
月
に
退
院
し
た
。

　
「
も
う
歩
け
な
い
」
と
告
げ

ら
れ
な
が
ら
、
支
え
な
し
で
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
中

に
は
、
挫
折
す
る
リ
ハ
ビ
リ
仲

間
も
い
た
。

　
「
負
け
ず
嫌
い
だ
か
ら
ね
。

厳
し
か
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
担
当
者

に
今
は
感
謝
し
て
い
る
」

（
↖
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　【
大
動
脈
解
離
】
心
臓
か
ら
送

り
出
さ
れ
た
血
液
が
最
初
に
通

る
、
人
体
で
最
も
太
い
血
管
で
、

樹
木
に
例
え
る
な
ら
幹
に
相
当
。

大
動
脈
は
「
？
」
マ
ー
ク
の
よ
う

な
形
で
、
心
臓
か
ら
上
方
の
頸
動

脈
へ
い
っ
た
ん
延
び
た
後
、
カ
ー

ブ
を
描
い
て
下
方
の
腹
部
へ
下
り

る
。
途
中
、
大
動
脈
か
ら
枝
の
よ

う
に
伸
び
た
血
管
が
各
臓
器
や
全

身
へ
血
液
を
運
ぶ
。

　
大
動
脈
の
３
層
の
血
管
壁
の
う

ち
、
真
ん
中
の
中
膜
が
裂
け
る
の

が
解
離
。
そ
う
な
る
と
内
膜
の
内

側
だ
け
で
な
く
、
中
膜
と
外
膜
と

の
間
に
も
血
液
の
流
れ
が
で
き
、

生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
早
急

な
医
療
処
置
が
必
要
に
な
る
。

　
前
触
れ
な
く
発
症
す
る
こ
と
が

多
く
、
発
症
す
る
と
胸
や
背
中
の

激
痛
を
伴
う
。
原
因
は
動
脈
硬
化

や
高
血
圧
、
喫
煙
、
高
脂
血
症
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
と
さ

れ
る
。

　
大
動
脈
に
こ
ぶ
が
で
き
る
の
が

大
動
脈
瘤
で
、
破
裂
す
る
と
命
は

危
険
に
。（「
国
立
循
環
器
研
究
セ
ン

タ
ー
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
）

リ
ハ
ビ
リ
き
つ
く
つ
ら
く

亡
兄
の
面
影
に
励
ま
さ
れ

妹２人に迷惑ばかり
自分が頑張らねば…

リ
ハ
ビ
リ
を
担
当
し
た
言
語
聴
覚
士
と
と

も
に

㊨は１歳下の真紀子さん、㊧は２歳下の留実さん。年子
の３人は仲が良く、２人で兄を支えてきた

退院５年後の全国障害者芸能・文化祭にいがた大会
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（
↙
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　
退
院
に
際
し「
退
院
ラ
イ
ブ
」

を
開
き
、
患
者
や
病
院
関
係
者

を
前
に
歌
っ
た
。
５
年
後
の
２

０
１
９
年
に
は
全
国
障
害
者
芸

術
・
文
化
祭
に
い
が
た
大
会
で

も
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。

◆　
◆　
◆

　

い
っ
た
ん
自
宅
に
戻
っ
た

が
、
老
親
ら
で
は
在
宅
介
護
が

難
し
く
、
今
は
リ
ハ
ビ
リ
病
院

が
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
新
潟
市
北
区
）
に
入
居
。
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
作
業
所
へ
通

い
、
軽
作
業
に
向
か
う
。

　
一
方
で
、
元
大
工
の
器
用
な

手
先
を
生
か
し
切
り
絵
を
習
っ

て
、
地
元
の
文
化
祭
に
出
品
展

示
す
る
ほ
か
、
作
品
を
家
族
や

知
人
に
贈
る
。

　
大
好
き
だ
っ

た
お
酒
は
断
っ

た
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
は
身

の
回
り
の
こ
と

を
何
で
も
右
手

で
こ
な
す
。

　
経
験
者
と
し

て
、
リ
ハ
ビ
リ

に
取
り
組
む
人

た
ち
へ
言
葉
を

贈
る
。「
医
者

や
療
法
士
を
信

じ
て
、
ど
う
か

諦
め
ず
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ

い
」

　
さ
ら
に
語
っ

た
。「
自
分
も

で
き
る
こ
と
を

増
や
し
、
こ
れ
か
ら
は
家
族
や

社
会
に
恩
返
し
の
人
生
を
歩
み

た
い
」

耐
え
た
日
々
を
歌
詞
に
バ
ン
ド
組
み

歌
声
を
披
露

切り絵も習い作品好評
元 大工の器用さ生かし

切り絵ミニギャラリー　作・佐藤 敦

カ
ッ
タ
ー
を
握
り
、
切
り
絵
を
す
る
佐
藤

敦
さ
ん

　
一
般
社
団
法
人
「
新
潟
県
言

語
聴
覚
士
会
」（
佐
藤
卓
也
会

長
）
は
11
月
12
日
午
後
２
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
、
新
潟
市
中

央
区
の
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア

シ
ッ
プ
の
日
報
ホ
ー
ル（
２
階
）

で
初
の
「
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
国
内
で
は
数
少
な

い
吃き

つ

音お
ん

の
専
門
家
、
菊
池
良
和

九
州
大
学
病
院
医
師
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
講
演
、
映
像
を
会
場
に

映
し
出
し
ま
す
。

　
１
時
間
の
講
演
の
後
、
会
場

で
は
言
語
発
達
を
は
じ
め
、
吃

音
、
難
聴
な
ど
に
つ
い
て
の
悩

み
相
談
に
言
語
聴
覚
士
が
応
じ

ま
す
。

　
ま
た
、
脳
ト
レ
や
発
声
、
き

こ
え
な
ど
に
つ
い
て
、
言
語
聴

覚
療
法
の
体
験
会
も
開
か
れ
ま

す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
、
入
場

無
料
。

　
県
言
語
聴
覚
士

会
は
、
言
葉
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
嚥え

ん

下げ

の
専
門
職
で
あ
る

言
語
聴
覚
士
に
つ

い
て
県
民
に
広
く

知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
企
画
し
ま
し

た
。

メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
県
言
語
聴
覚
士
会

吃
音
な
ど
相
談
や
講
演
も

12
日
に
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

県言語聴覚士会「県民フォーラム」ポスター
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　「新潟県民間社会福祉職員退職積立基金」の令和４年
度末現在の現況を報告します。令和４年度は事業所の
加入が多く、加入施設数は増加しました。一方で、全
体の加入者数は減少しています。また、年齢・男女別
加入者数の割合に大きな変動はありません。
　令和４年度における給付状況は、給付者数、給付額
ともに増加しました。

　退職金給付対象者の勤続年数は図４の通りで、勤続
10年未満が71.3％を占めています。

令
和
４
年
度
末

基
金
現
況
報
告

加入の施設増加　人数は減少
新潟県民間社会福祉職員退職積立基金新潟県民間社会福祉職員退職積立基金

１　加入施設・加入者の状況
令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末

加入施設・団体数 648 644 649
加入者数 23,008 23,162 23,014

３　給付の状況� （単位：円／人）
令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末

退職者給付総額 606,653,995 676,317,682 721,883,019
一時金給付総額 560,490,522 621,386,651 659,893,643
一時金給付者数 1,650 1,752 1,802
年金給付総額 46,163,473 54,931,031 61,989,376

年金給付者数(延べ) 1,010 1,170 1,271

２　年齢・男女別加入者状況�
年齢 男性 女性 合計 割合

20歳未満 16 18 34 0.2%
20歳以上30歳未満 966 2,400 3,366 14.6%
30歳以上40歳未満 1,742 3,559 5,301 23.0%
40歳以上50歳未満 2,027 4,886 6,913 30.1%
50歳以上60歳未満 1,179 4,169 5,348 23.2%

60歳以上 514 1,538 2,052 8.9%
合計 6,444 16,570 23,014 100.0%

４　退職者の勤続年数（男女別）�
年齢 男性 女性 合計 割合
１年未満 86 170 256 12.1%

１年以上５年未満 197 563 760 36.1%
５年以上10年未満 110 377 487 23.1%
10年以上15年未満 61 188 249 11.8%
15年以上20年未満 33 94 127 6.0%

20年以上 53 176 229 10.9%
合計 540 1,568 2,108 100.0%

　多目的ホール及び４、５階の各会議
室でインターネットを利用できる環境
を整備しました。
　インターネットの使用料は無料。
　無線LANルーター、有線LANも無料
で貸し出しを行っています（数に限り
があります）。

主な設備の紹介

インターネットサービス

　AIで人物を認識し、自動的に追
尾します。また、あらかじめ登録
した位置にボタン１つでカメラを
動かすことが可能。Web会議中、
発言頻度の高い参加者が写る位置
を登録しておけば、カメラを動か
しても、ワンタッチで元の映像に
戻すことができます。

自動追尾機能付き
Webカメラ

　４Kの大画面65型で、
カメラはワイドに写すこ
とが可能。全体を映し出
してのWeb会議などで
の利用が考えられます。
　※スピーカーとマイク
が内蔵されています。

カメラ付きマイクスピーカー・
大型モニターセット

　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室
など用途や規模に合わせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸し室の利用申込方法
　�ユニゾンプラザホームページよりお申し込みく
ださい。貸し室の予約状況も公開しています。
　URL：https://www.unisonplaza.jp/

貸しホール・貸し会議室は貸しホール・貸し会議室は
新潟ユニゾンプラザへ新潟ユニゾンプラザへ

◀

▶
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贈
呈
、
今
年
も
あ
り
が
と
う

　

県
遊
技
業
協
組
が

　

2
施
設
へ
送
迎
車

情 報赤い羽根赤い羽根
　
新
潟
県
遊
技
業
協
同
組
合
か

ら
の
寄
付
を
原
資
に
し
て
、
県

共
同
募
金
会
が
福
祉
施
設
へ
利

用
者
の
送
迎
用
車
両
を
贈
る

「
障
害
者
支
援
施
設
車
両
助
成

交
付
式
」
が
10
月
11
日
、
新
潟

市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
車
両
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

タ
イ
プ
の
大
型
車
と
、
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
の
乗
用
車
で

す
。
式
で
は
、
県
遊
技
業
協
組

の
朴パ
ク
・
ヨ
ン
ア

永
雅
理
事
長
が
「
こ
の
助

成
も
今
回
で
12
回
目
に
な
り
ま

す
が
、
助
成
し
た
福
祉
車
両
を

街
中
で
た
び
た
び
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
て
い
る
よ
う

で
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
贈
ら
れ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
大
杉
の
里
」（
上

越
市
浦
川
原
区
）
の
藤
田

こ
う 

し

理
事
長
は
「
雪
が
多
い
地
域
で

１
日
１
６
０
㌔
の
送
迎
が
あ

り
、
大
変
あ
り
が
た
い
。
大
切

に
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
を
贈
ら
れ
た

社
会
福
祉
法
人「
と
き
福
祉
会
」

（
佐
渡
市
）
の
雑
賀
隆
夫
施
設

長
は
「
有
効
活
用
し
て
地
域
の

障
害
福
祉
の
向
上
に
全
力
で
取

り
組
み
た
い
」
と
、
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

助成した車両の贈呈式で記念撮影助成した車両の贈呈式で記念撮影

　
小
旅
行
で
訪
れ
た
隣
県
の
ホ
テ

ル
の
朝
夕
食
会
場
。
何
種
類
も
の

料
理
が
並
ぶ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に
目
を

奪
わ
れ
た
。
最
初
は
食
べ
過
ぎ
を

警
戒
し
て
い
た
が
、
お
い
し
そ
う

な
料
理
に
「
ち
ょ
っ
と
ず
つ
、
味

見
だ
け
」
と
会
場
を
動
き
回
っ

た
。
結
果
、
や
は
り
食
べ
過
ぎ

た
。
そ
し
て
思
っ
た
。「
こ
の
ホ

テ
ル
で
毎
日
、
ど
れ
だ
け
の
食
事

が
作
ら
れ
る
の
？　
ど
れ
だ
け
の

量
が
余
っ
て
捨
て
ら
れ
る
の
？
」

　
フ
ー
ド
ロ
ス
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
み
た
。
飲
食
店
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
事
業
所
、
ま
た
は
家

庭
を
主
な
発
生
源
と
す
る
フ
ー
ド

ロ
ス
年
間
量
は
世
界
全
体
で
約

13
億
㌧
。
う
ち
、
日
本
は
約

６
１
２
㌧
で
東
京
ド
ー
ム
５
つ

分
。
全
国
民
が
毎
日
、
茶
わ
ん
１

杯
の
食
料
を
捨
て
る
量
だ
と
い
う
。

　
食
品
を
廃
棄
す
る
主
な
国
は
や

は
り
先
進
国
で
、
米
・
英
・
仏
な

ど
に
続
き
日
本
は
ワ
ー
ス
ト
６
位

と
か
。
大
量
の
食
料
を
輸
入
す
る

日
本
が
大
量
廃
棄
と
は
何
と
言
う

無
駄
か
。
半
面
、
世
界
の
約
８
億

人
が
飢
餓
や
栄
養
不
足
状
態
と
は

割
り
切
れ
な
い
。

　
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
は
小
さ
な

積
み
重
ね
も
大
切
だ
。
小
生
も

ス
ー
パ
ー
の
食
品
は
手
前
か
ら
取

る
な
ど
、
少
し
ず
つ
実
践
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
先
日
、
夕
食
準
備

に
冷
蔵
庫
か
ら
パ
ッ
ク
の
豚
肉
を

取
り
出
す
と
、
保
存
期
間
が
長
過

ぎ
た
の
か
、
少
し
変
色
し
て
い

た
。「
熟
成
肉
だ
と
思
え
ば
大
丈

夫
」
と
主
張
し
た
が
、
家
人
は

「
ム
リ
！
」。
や
む
な
く
フ
ー
ド
ロ

ス
に
加
担
し
て
し
ま
っ
た
。
豚
肉

さ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
冷
蔵
庫

の
食
品
、
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
す

か
ら
、
今
回
は
許

し
て
ね
。

�

（
冷
や
水
）

冷蔵庫の食品 つい忘れ

フ
ー
ド
ロ
ス

ずず
～～
むむ

２
０
２
３
Vol.71
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「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」

が
10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
。県
内
で
は
こ
の
日「
開

始
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
新
潟
市
中

央
区
の
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア

シ
ッ
プ
で
開
か
れ
、
式
典
を
通

じ
て
県
民
に
よ
り
多
く
の
善
意

と
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
62
回
目
の

「
空
の
第
一
便
伝
達
式
」
が
行

わ
れ
、
県
共
同
募
金
会
の
佐
藤

明
会
長
が
「
本
年
も
赤
い
羽
根

共
同
募
金
に
多
大
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
共
同
募
金
の
助
成

で
園
バ
ス
を
新
し
く
し
た
安
野

こ
ど
も
園
（
阿
賀
野
市
）
の
年

長
児
14
人
が
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
バ
ス
で

た
く
さ
ん
お
出
か
け
し
た
い
で

す
」
と
お
礼
を
述
べ
、
元
気
よ

く
「
あ
り
が
と
う
の
花
」
を
合

唱
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
中
原
八
一
新
潟
市

長
ら
が
募
金
箱
を
持
っ
て
並
ぶ

と
、
真
っ
先
に
園
児
た
ち
が
か

わ
い
い
手
を
伸
ば
し
て
募
金
し

て
い
ま
し
た
。

続
い
て
い
た
、
新
潟
県
共
同
募

金
会
の「
新
潟
県
庁
職
域
募
金
」　

が
４
年
ぶ
り
に
復
活
。
10
月
５

日
朝
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
庁
舎

内
を
回
り
、
職
員
に
募
金
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
募
金
呼
び
掛
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
新
潟
医
福
大
の
学
生
約

30
人
が
参
加
。３
～
５
人
ず
つ
、

９
班
に
分
か
れ
て
県
庁
行
政
棟

や
警
察
本
部
、
自
治
会
館
を
回

り
ま
し
た
。
学
生
の
各
班
に
は

県
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
職

員
計
12
人
が
案
内
役
を
務
め
ま

し
た
。

　

庁
舎
内
の
各
課
事
務
室
で
、

募
金
箱
を
手
に
し
た
学
生
ら
が

「
お
願
い
し
ま
～
す
」
と
呼
び

掛
け
る
と
、
職
員
た
ち
は
執
務

の
手
を
止
め
て
募
金
し
て
い
ま

し
た
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

合
わ
せ
て
毎
年
、
行
わ
れ
て
い

た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
禍
に
よ
り
中
止
が

　
第
11
回
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
が
10
月
９
日
、
新
潟
市
秋

葉
区
の
新
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
新
津
Ｃ
Ｃ
）
で
行
わ
れ
、

秋
空
の
下
、１
２
３
人
が
参
加
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
は
県
共
同

募
金
会
へ
の
募
金
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
か

ら
の
寄
付
金
12
万
３
千
円
を
、

参
加
者
を
代
表
し
て
日
本
防
災

士
会
の
松
岡
輝
彦
新
潟
県
支
部

長
が
県
共
募
会
の
佐
藤
明
会
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
津
Ｃ
Ｃ
の
星
野
純

朗
理
事
長
か
ら
も
５
万
円
が
県

共
募
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
赤
い
羽
根
募
金
」今
年
も

助
成
へ
の
お
礼　

園
児
ら
合
唱

情

報

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

情

報

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

慈
善
の
志
篤
く

会
心
シ
ョ
ッ
ト

新
津
Ｃ
Ｃ
で
１
２
３
人

園バス更新のお礼に阿賀野市から駆け付けた安野園バス更新のお礼に阿賀野市から駆け付けた安野
こども園の園児たちこども園の園児たち

県共募会長に寄付金を渡す、新津県共募会長に寄付金を渡す、新津
CCの星野理事長㊨CCの星野理事長㊨

新潟で開始式

県
共
募
の

県庁職域募金

感染下中止、4年ぶり再開

学生が職員らに
「お願いします」

県職員に募金を呼び掛ける学生（左）県職員に募金を呼び掛ける学生（左）
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大
会
は
県
と
県
社
会
福
祉
協

議
会
、
県
共
同
募
金
会
、
さ
ら

に
地
元
の
市
と
社
協
の
主
催
で

す
。
初
め
に
、
大
会
会
長
の
竹

内
希
六
・
県
社
協
会
長
が
「
県

社
協
も
地
域
共
生
社
会
の
実
現

へ
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

受
け
止
め
、
制
度
や
分
野
の
垣

根
を
越
え
た
活
動
に
取
り
組
み

た
い
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
大
会
名
誉
会
長
の

花
角
英
世
県
知
事
の
あ
い
さ
つ

を
、
橋
本
憲
次
郎
副
知
事
が
読

み
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
は
表
彰
式
。
県
知
事

表
彰
に
は
社
会
福
祉
活
動
、
老

人
福
祉
功
労
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
な
ど
の
６
人
７
団
体
が

選
ば
れ
、
代
表
し
て
弥
彦
村
の

老
人
ク
ラ
ブ
、
矢
作
楽
友
会
の

米
持
英
雄
会
長
が
壇
上
で
表
彰

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

続
く
県
社
協
会
長
表
彰
に

１
６
４
人
19
団
体
が
、
県
共
募

会
長
表
彰
に
は
45
人
14
地
区
・

団
体
２
校
が
選
ば
れ
、
い
ず
れ

も
代
表
が
壇
上
で
表
彰
状
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
表
彰
さ
れ
た
人
や

団
体
を
代
表
し
て
、
県
知
事
表

彰
の
米
持
会
長
が
「
受
賞
を
機

に
、
さ
ら
に
地
域
福
祉
の
発
展

の
た
め
、
一
層
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
、

閉
幕
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、
東
京
・
渋
谷
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
近
藤
慎
太

郎
氏
が
「
寝
た
き
り
を
防
ぐ
！　

「
脳
卒
中
」「
認
知
症
」
に
な
ら

な
い
食
事
と
運
動
の
コ
ツ
」
と

題
し
て
記
念
講
演
し
ま
し
た
。

　
第
73
回
「
新
潟
県
民
福
祉
大
会
」
が
10
月
19
日
、
上
越
市
の
上
越
文

化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
法
上
の
分

類
が
今
春
、
５
類
に
移
行
し
て
初
の
開
催
で
、
参
加
人
数
な
ど
の
制
限

は
取
り
や
め
。
県
内
各
地
か
ら
福
祉
や
行
政
の
関
係
者
ら
約
７
５
０
人

が
参
加
、
従
前
に
迫
る
規
模
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

地域福祉さらなる向上誓う地域福祉さらなる向上誓う
新型ウイルス 5 類移行後初

�

参
加
人
数�

制
限
な
く
開
催

　
　

上
越
市
で
第
73
回「
県
民
福
祉
大
会
」

第73回「新潟県民福祉大会」の開会あいさつをする竹内希六・県社協会長

県知事表彰に弥彦村の老人クラブ「矢作楽友
会」。米持英雄会長が表彰状を受け、式典最
後に謝辞も述べた

県共募会長表彰は上越市の三和地区民生委
員・児童委員協議会。藤田義雄さんが代表し
て表彰状を受け取った

県社協会長表彰は上越市の「横町いきいきサ
ロン」。代表の三浦靜子さんが表彰状を受け
取った
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「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
は

よ
く
聞
く
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
す
る
「
学
校
」
な
の

か
。
県
央
の
三
条
市
に
あ
る

「
ヒ
ュ
ッ
ゲ
」
を
訪
ね
た
。

×　
×　
×

　
国
道
８
号
を
車
で
南
下
、
三

条
市
街
地
を
過
ぎ
て
旧
栄
町

へ
。
国
道
右
手
に
、
大
き
な
農

産
物
直
売
所
が
に
ぎ
わ
っ
て
お

り
、
そ
こ
を
目
印
に
裏
手
へ
向

か
う
と
新
興
住
宅
地
の
２
階
建

て
住
宅
玄
関
口
に
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
「
ヒ
ュ
ッ
ゲ
」
と
書
か

れ
た
看
板
が
立
っ
て
い
た
。

　
中
へ
入
れ
て
も
ら
う
。

　
ま
だ
、
新
し
い
住
宅
の
１
階

リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
。
小
学
生
の

男
子
２
人
が
ゲ
ー
ム
機
を
手
に
、

そ
れ
ぞ
れ
遊
ん
で
い
た
。
そ
ば

に
は
パ
ソ
コ
ン
で
お
絵
描
き
に

夢
中
な
女
子
中
学
生
も
い
た
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
声
を
掛

け
る
。
小
学
生
２
人
は
笑
顔
を

見
せ
た
。
女
子
中
学
生
も
こ
っ

く
り
、
う
な
ず
い
て
く
れ
た
。

　

ヒ
ュ
ッ
ゲ
（
Ｈ
ｙ
ｇ
ｇ
ｅ
）

は
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
「
居
心
地

の
い
い
空
間
」「
楽
し
い
時
間
」

な
ど
の
意
味
だ
と
い
う
。

　
民
間
資
格
「
ひ
き
こ
も
り
支

援
相
談
士
」
で
あ
り
、
学
習
塾

講
師
を
長
年
、
務
め
た
関
口
健

志
さ
ん
が
個
人
で
運
営
す
る
。

４
年
前
に
旧
三
条
市
内
で
開
設

し
昨
春
、
現
在
地
へ
移
っ
た
。

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
、

夏
休
み
期
間
中
は
５
、
６
人
が

通
っ
た
。
９
月
以
降
は
10
人
近

く
が
在
籍
す
る
。
お
弁
当
を
持

参
し
て
午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
過
ご
す
。

　
「
こ
こ
は
、
何
ら
か
の
理
由

や
事
情
が
あ
っ
て
学
校
に
行
け

な
い
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
で

す
」
と
関
口
さ
ん
。
自
身
の
弟

が
不
登
校
だ
っ
た
。「
弟
は
学

校
も
家
庭
も
い
づ
ら
か
っ
た
よ

う
で
、
第
３
の
居
場
所
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
ス
ク
ー
ル
は
学
力
を
付
け
学
校

へ
戻
る
た
め
の
準
備
を
す
る
の
か
。

　
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
、
何

も
あ
り
ま
せ
ん
」

　
で
は
何
を
す
る
の
？

　
「
子
ど
も
た
ち
の
し
た
い
こ

と
を
自
由
に
さ
せ
ま
す
。
ゲ
ー

ム
が
し
た
い
な
ら
ゲ
ー
ム
を
、

学
習
が
し
た
い
な
ら
学
習
を
。

何
事
も
本
人
の
意
思
、
自
主
性

が
大
事
で
す
」。
一
方
で
、
学

び
た
い
子
ど
も
た
ち
に
は
十
分

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
義
務
教
育
の
子
ど
も

た
ち
が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
過

ご
す
日
々
は
在
籍
す
る
学
校
の

校
長
判
断
で
「
出
席
扱
い
」
に

も
な
る
。

　
さ
ら
に
、
ヒ
ュ
ッ
ゲ
は
長
岡

英
智
高
等
学
校
（
本
校
・
長
岡

市
宮
栄
３
）
の
三
条
校
（
通
信

教
育
コ
ー
ス
）
と
提
携
を
開

始
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
校
生
徒

は
ヒ
ュ
ッ
ゲ
で
卒
業
資
格
取
得

へ
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
無
料
で

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
生
徒
た
ち
の
学
び
の
場
も
居

場
所
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
そ

の
一
端
を「
ヒ
ュ
ッ
ゲ
」が
担
っ

て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

思い思いに過ごす子どもたち

「
学
校
は
苦
手
」な
ど
の
子
た
ち

自
由
に
過
ご
す
居
場
所

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

「
ヒ
ュ
ッ
ゲ
」

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

三
条
市
善
久
寺
３
０
１
３
ノ
５

☎
０
９
０（
３
９
８
１
）６
０
０
５

Ｅ
メ
ー
ル　

m
unchdem

e96senna@
gm
ail.com

福
祉
の
拠
点

福
祉
の
拠
点

訪
ね
て

訪
ね
て

看板が目印のフリース
クール「ヒュッゲ」

関口　健志さん

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ヒ
ュ
ッ
ゲ
」

【
対
象
】
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
以
上
。
保
護
者
。

【
内
容
】
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
相

談
支
援　
居
場
所
提
供　
学
習
支
援

【
教
室
利
用
時
間
】　

　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
教
室
利
用
料
金
】

〈
１
日
コ
ー
ス
〉

　

小
学
生
３
千
円
、
中
学
生
４
千

円
、
高
校
生
５
千
円

〈
月
額
コ
ー
ス
〉

　
小
学
生
２
万
円
、
中
学
生
２
万
５

千
円
、
高
校
生
３
万
円　

【
訪
問
支
援
】

　
１
時
間
２
５
０
０
円
か
ら
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半
世
紀
も
生
き
て
、
生

ま
れ
て
一
度
も
け
ん
か
し

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
姉

妹
に
驚
い
た
。
今
号
の
佐

藤
敦
さ
ん
の
妹
の
白
井
真

紀
子
さ
ん
と
佐
藤
留
実
さ

ん
だ
。
敦
さ
ん
も
約
30
年

前
に
他
界
し
た
兄
を
語
り

「
大
事
な
兄
だ
っ
た
」と
涙

し
た
。
そ
の
姿
に
、
姉
妹

も
ま
た
涙
ぐ
ん
だ
。

　

兄
と
姉
妹
も
仲
が
良
い

よ
う
で
、
大
病
を
発
症
し

た
兄
の
入
院
に
姉
妹
は
付

き
添
い
、
そ
の
後
も
頻
繁

に
兄
を
訪
ね
て
は
身
の
回

り
の
世
話
を
続
け
る
。
敦

さ
ん
も「
２
人
が
い
な
け
れ

ば
、
リ
ハ
ビ
リ
の
後
で
も

こ
こ
ま
で
歩
け
た
か
ど
う

か
」と
感
謝
す
る
。

　

姉
妹
で
は
け
ん
か
し
な

く
て
も
、
敦
さ
ん
に
対
し

て
は
口
を
そ
ろ
え
て「
け

ん
か
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
」。

こ
ち
ら
は
あ
ま
り
に
平
凡

で
、
ど
こ
か
安
心
す
る
や

ら
、
お
か
し
い
や
ら
。
血

を
分
け
た
き
ょ
う
だ
い
で

も
、
必
ず
し
も
仲
が
良
い

と
限
ら
な
い
の
が
世
間
一

般
だ
ろ
う
。「
大
病
と
半
身

ま
ひ
の
人
生
」の
取
材
だ
っ

た
が
、
き
ょ
う
だ
い
の
仲

に
つ
い
て
も
大
い
に
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。�

（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

　
県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
を
対
象
に
し
た

「
市
町
村
社
協　

会
長
研
修
」

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
９
月
20
、
21
の
両
日
、
十
日

町
市
で
開
か
れ
、
22
社
協
か
ら

会
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
あ
て
ま
高
原
リ
ゾ
ー

ト
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
で
、
県

社
協
の
竹
内
希
六
会
長
が
開
会

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
地
元
の
十

日
町
市
社
協
の
重
野
健
一
会
長

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
研
修

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
話
題
提
供
」「
取
り
組
み
紹

介
」
と
し
て
、
地
元
の
福
祉
関

係
者
が
登
壇
。

　
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
さ
ら
に
福
祉
の
人
手
不

足
、
人
材
の
確
保
と
養
成
に
つ

い
て
、
妻
有
地
域
包
括
ケ
ア
研

究
会
の
松
村
実
会
長
が
「
１
つ

の
法
人
や
事
業
所
だ
け
で
は
対

応
困
難
で
あ
り
、
十
日
町
市
や

津
南
町
の
法
人
、
行
政
機
関
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
な

ど
と
活
動
を
紹
介
、
連
携
の
大

切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
の
ひ
き
こ
も

り
支
援
団
体
「
フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ

ト
」
の
関
口
美
智
江
代
表
は
、

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
当
事
者

が
主
体
的
に
社
会
参
加
す
る
た

め
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
「
地

域
の
関
係
機
関
の
協
力
、
共
感

を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
夏
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
県
北
豪
雨
災

害
の
際
に
設
置
さ
れ
た
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の

運
営
に
つ
い
て
、
県
社
協
地
域

福
祉
課
の
職
員
２
人
が
報
告
。

「
平
時
か
ら
行
政
機
関
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
機
関
と
連
携
し

た
地
域
福
祉
活
動
の
実
践
が
重

要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
十
日
町
市
医
療
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
機
能
の
説
明
を

受
け
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

12月2023年

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

11月2023年

市町村社協の会長研修で実践紹介する松村実・妻有
地域包括ケア研究会長

竹内・県社協会長㊨と重野・十日町市社協会長

県
内
社
協
会
長 

十
日
町
で
研
修

「
他
団
体
と
の
連
携
大
切
」

福
祉
関
係
者
ら
実
践
報
告


